
新規事業採択時評価結果（令和３年度新規事業化箇所） 

 

 

事業の概要 

事業名 
一般国道106号（宮古

み や こ

盛岡
もりおか

横断道路） 

箱石達曽部
は こ い し た つ そ べ

道路 

事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

東北地方整備局 

起終点 
自：岩手

い わ て

県宮古
み や こ

市箱石
はこいし

 
至：岩手

い わ て

県宮古
み や こ

市川内
かわうち

 
延長  ９.７ｋｍ 

事業概要  

宮古
み や こ

盛岡
もりおか

横断道路は、岩手県宮古
み や こ

市から岩手県盛岡
もりおか

市に至る地域高規格道路である。 
このうち箱石達曽部

は こ い し た つ そ べ

道路は、宮古盛岡横断道路の一部を形成し、現道の課題箇所を回避し災害時の広域迂回

の解消を目的とした延長９．７ｋｍの自動車専用道路である。 
事業の目的、必要性  

当該区間の整備により、頻発化する豪雨災害等による道路寸断に対し信頼性の高い道路ネットワークが確保

され、三次救急医療施設がある盛岡市への救急医療活動を支援するとともに、地域産業である水産業の生産性

拡大を支援することを目的とする。 
全体事業費 約４７０億円 計画交通量 約６，４００台／日 

事業概要図  

                                   

関係する地方公共団体等の意見  

【岩手県知事】  

地域高規格道路である宮古盛岡横断道路（国道106号）は、三陸沿岸道路と東北縦貫自動車道を結ぶとともに、

盛岡秋田道路（国道46号）と一体となり、東北地方の連携・交流の骨格となる格子状骨格道路ネットワークを

構成する路線であり、また、救急医療活動及び地域産業の支援、さらには自然災害に強いネットワーク確保の

観点からも極めて重要な役割を担う幹線道路です。 

平成28年の台風第10号により箱石～達曽部の現道区間等を含む宮古市内の各地で寸断し、長期にわたる広域

的な迂回が必要となり、救援活動や県民生活に多大な支障が生じたことから、災害に対する脆弱性の解消を図

り、信頼性の高い道路としての整備が急務となっています。 

箱石～達曽部を直轄権限代行事業により、速やかに事業化を図るよう強く要請いたします。 

学識経験者等の第三者委員会の意見  

・新規事業化については妥当である。 
 
事業採択の前提条件  

■費用対便益  ：便益が費用を上回っている。 

■手続きの完了 ：岩手県によるルート帯決定（Ｒ１．８） 

事業評価結果 

費
用
便
益
分
析 

Ｂ／Ｃ 
１．２ 

（0.8） 

総費用 ５４９億円 総便益 ６３８億円 基準年  

事 業 費： ５４３億円 

維持管理費：  ６.３億円 

 

走行時間短縮便益：５８６億円 

走行経費減少便益：  ３７億円 

交通事故減少便益： １５億円 

令和２年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C＝1.1   (交通量  －10％) B/C＝1.3   (交通量  ＋10％) 

事業費変動 B/C＝1.1   (事業費  ＋10％) B/C＝1.3   (事業費  －10％) 

事業期間変動 B/C＝1.1   (事業期間 ＋20％) B/C＝1.3   (事業期間 －20％) 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 － ・注目すべき影響はない。 

事故対策 〇 
・適切な交通分担が図られ、安全で快適な走行環境を確保 

 【死傷事故件数】 

   現況：8件/4 年 ⇒ 整備後：2件/4年（75%減少） 

歩行空間 － ・注目すべき影響はない。 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ◎ 
・宮古地域から盛岡市の三次救急医療施設への搬送時間を短縮 

【宮古市役所から岩手医科大学附属病院の搬送時間】 

現況： 106分 ⇒ 整備後： 82分（約24分短縮） 

地域経済 ◎ 
・内陸部と沿岸部を結ぶ道路ネットワークの強化 

【宮古市魚市場から盛岡市中央卸売市場までの所要時間】 

現況： 102分 ⇒ 整備後： 78分（約24分短縮） 

災 害 ◎ 
・災害時の交通障害や道路寸断等による広域迂回を解消 

【宮古市役所から盛岡市役所間の広域迂回】 
現況： 213分 ⇒ 整備後(迂回がなければ)： 80分 

環 境 － ・注目すべき影響はない。 

地域社会 － ・注目すべき影響はない。 

事業実施環境 ○ 
・岩手県によるルート帯決定（Ｒ１．８） 

・岩手県知事、宮古市長より「宮古盛岡横断道路未整備区間の早期事業化」を要望 

 

採択の理由 
費用便益比が一体評価で１．２と便益が費用を上回っているとともに、岩手県によるルート帯決定手続きが完

了し、事業採択の前提条件が確認できる。 

また、信頼性の高い道路ネットワークの確保、救急医療活動の支援、水産業の生産性拡大の支援等、当該事業

の整備の必要性・効果は高いと判断できる。 

以上より、本事業の新規事業化については妥当である。 

 

担 当 課：道路局 国道・技術課 

担当課長名：前佛 和秀      

     

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※Ｂ／Ｃの上段は宮古～盛岡を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用

便益分析結果。 
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箱石達曽部道路
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（復興支援道路 延長約６６km）
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紫波町
し わ ち ょ う

花巻市
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延長6.7km
H25.3
開通

簗川道路
【県】
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開通予定

平津戸・岩井
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ひらつと いわい
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達曽部道路
【県】
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蟇目～

腹帯【国】

ひきめ

はらたい
宮古西
道路【県】

みやこにし

延長2.0km
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Ｃ
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Ｃ
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Ｃ
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宮古港
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一般国道106号

箱石達曽部道路
はこいし たっそべ

延長9.7km

宮古盛岡横断道路 延長約１００km
みやこ もりおか
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じ
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ら

（起）

岩
手
県
盛
岡
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羽
場
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て

も
り
お
か

は
ば

（終）
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たきざわ

Ｅ4

矢巾町
やはばちょ う



新規事業採択時評価結果（令和３年度新規事業化箇所） 

事業評価結果（防災機能） 

事業の必要性  

当該区間の整備により、頻発化する豪雨災害等による道路寸断に対し信頼性の高い道路ネットワークが

確保されるほか、救急医療活動の支援や地域産業である水産業の生産拡大を支援することを目的とする。 
評価項目 地域の課題 関連する計画 

救助活動等 

国道 106 号は、宮古市と盛岡市を最短で

結ぶ幹線道路であるが、急峻な地形や道路

寸断の恐れがある危険箇所（河川と並行す

る区間）が多数存在し、災害が発生するリ

スクが高い。 
平成 28 年 8 月台風 10 号では、道路被災

や法面崩落などに伴い最長１１日間の全面

通行止めが発生し、当該区間には代替路が

ないため距離や時間が通常に比べ約 2 倍の

広域迂回が発生。 

※東北圏広域地方計画（H28.3） 
・災害リスク低減のためにハード対策として、緊急

輸送道路の強化、格子状骨格道路ネットワーク整

備等を推進。 
・災害に強い圏土を形成するためには、東北圏全体

の交通ネットワークを考慮した代替性・多重性の

確保を図ることが重要であり、縦軸ラインと横軸

ライン双方が確保された格子状骨格道路ネット

ワークの着実な整備が必要。 
※いわて県民計画（H31.3） 
・災害時などの確実な緊急輸送や代替機能を確保し

た信頼性の高い道路ネットワークの構築を推進。 

住民生活 

宮古地域には三次救急医療施設がないた

め、脳梗塞などの重篤患者は約 100km 離れ

た盛岡市の三次救急医療施設へ約２時間を

かけて搬送しており、搬送時間短縮による

アクセス性の確保が課題となっている。 

※東北圏広域地方計画（H28.3） 
・患者を医療施設へ搬送するための速達性のある確

実な道路ネットワークや救急車退出路等、命を守

る道路の整備を促進する。 
※宮古市都市マスタープラン（H30.9） 
・地域産業の振興、防災や救急医療への対応の観点

で重要な道路は、時間短縮、渋滞緩和、交通の安

全確保のため、整備促進に取り組む。 

地域経済・ 

地域社会等 

宮古市はサケ類の漁獲量、タラの水揚量

が共に東北第 1 位であるが、主な輸送ルー

トである国道 106 号は急峻な山地部を通る

ため、輸送時間の速達性・安定性の確保が

課題となっている。 
特に出荷のピークを迎える冬期が顕著。 

※いわて県民計画（H31.3） 
・県産農林水産物は、販売店や飲食店等と連携した

販売促進活動や、復興道路等を活用した高鮮度輸

送体制の整備を積極的に進めていく必要があり

ます。 
・水産業を再生するため、新たな交通ネットワーク

を生かしながら、流通、加工体制の構築を推進。 
その他   

 
事業の有効性  

・当該区間の整備により、主要拠点間のリンクの評価が D ランクから C ランクに改善するとともに、不

通リンクの解消によりネットワーク全体の防災機能が強化される。 
・また、災害時にも機能する信頼性の高い道路ネットワークの確保、救急医療活動の支援や水産業の生産

性拡大の支援等、有効性の高い事業と評価する。 
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

防
災
機
能 

主な区間 
改善 

ペア数 

脆弱度 

（防災機能ランク） 累積脆弱度

の変化量 

改善度 
評価 

整備前 整備後 通常時 災害時 

宮古市 盛岡市 10 

（5） 

1.00 

［D］ 

1.00 

［D］ 

0.91 

［C］ 

1.00 

［D］ 

▲164.3 

（▲30.2） 

0.18 

（0.05） 
0.10 

（0.00） 
◎ 

 
事業の効率性  

・岩手県によるルート帯決定（Ｒ１．８） 
※道路ネットワークの防災機能の上段の値は宮古～盛岡を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化

区間を対象にした場合の防災機能評価結果。 


